
旭丘高新聞 ２０２０年８月５日（水）号外

月・火

開始 終了 木・金

8：35 ～ 8：45

8：45 ～ 8：50

8：55 ～ 9：41

9：50 ～ 10：36

10：45 ～ 11：31

11：40 ～ 12：26

12：26 ～ 13：00

13：05 ～ 13：51

14：00 ～ 14：46

14：55 ～ 15：41 7校時

15：41 ～ 15：45 SHR

曜
時　　間

5校時

6校時

水

LHR

朝読書

SHR

1校時

2校時

3校時

4校時

昼休み

日 課 表

中央区

27.4%

豊平区

10.6%南区

10.6%

⽩⽯区

5.0%

厚別区

3.7%

清⽥区

4.0%

東区

5.3%

北区

5.6%

⻄区

14.0%

⼿稲区

3.1%

市外

10.6%

出⾝中学校の地域（１年次⽣）

30分以内
28.6%

31分〜60分
38.5%

61分〜90分
29.5%

91分以上
3.4%

在校⽣の通学時間

旭
丘
高
校
の
特
徴
と
し
て
、
学
校

に
続
く
「
坂
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

日
々
の
登
校
で
こ
の
坂
を
越
え
て
い

る
旭
丘
生
は
声
を
揃
え
て
「
つ
ら
い
」

と
語
る
が
、
坂
の
上
に
位
置
す
る
学
校

に
は
長
所
も
あ
る
。

１
つ
目
の
長
所
は
、
景
色
の
良
さ

だ
。
天
気
の
良
い
日
に
は
、
坂
の
上
の

校
舎
か
ら
札
幌
の
美
し
い
街
並
み
を
一

望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
部
活
な
ど
で

帰
り
が
遅
い
日
は
、
ノ
ル
ベ
サ
の
観
覧

車
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
Ｊ
Ｒ
タ
ワ
ー
を

見
る
こ
と
が
で
き
、
疲
れ
た
心
身
を
癒

し
て
く
れ
る
。
雨
上
が
り
に
は
し
ば
し

ば
札
幌
の
空
に
か
か
る
虹
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
生
徒
た
ち
は
歓
声
を
あ
げ

る
。

２
つ
目
の
長
所
は
体
力
が
つ
く
こ
と

だ
。
毎
朝
坂
を
越
え
て
登
校
す
る
と
、

も
ち
ろ
ん
体
力
が
つ
く
の
で
健
康
に
良

い
。
受
験
は
勉
強
だ
け
で
な
く
、
風
邪

な
ど
に
負
け
な
い
体
力
も
必
要
で
あ

る
。
こ
う
し
て
旭
丘
生
は
、
受
験
に
も

打
ち
勝
つ
強
い
精
神
と
体
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
。

本
校
の
道
し
る
べ
「
こ
の
坂
越
え

ん
」
に
は
、
学
校
に
続
く
坂
を
越
え
る

と
い
う
意
味
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち

が
日
常
で
直
面
す
る
困
難
や
課
題
を
乗

り
越
え
て
い
く
と
い
う
意
味
も
込
め
ら

れ
て
い
る
。

３
年
間
何
度
も
小
さ
な
坂
を
越
え
な

が
ら
日
々
成
長
し
、
乗
り
越
え
る
べ
き

大
き
な
坂
を
越
え
た
旭
丘
生
に
は
、
素

晴
ら
し
い
未
来
が
待
っ

て
い
る
は
ず
だ
。

現
旭
丘
生
の
中
に
は
、
伏
見
、
啓

明
地
域
な
ど
学
校
か
ら
近
い
地
域
に
住

み
、
徒
歩
や
自
転
車
で
通
学
す
る
生
徒

も
多
く
み
ら
れ
る
が
、
札
幌
市
外
か
ら

長
時
間
か
け
て
通
っ
た
り
、
親
元
を
離

れ
て
１
人
で
下
宿
し
て
い
る
生
徒
も
決

し
て
少
な
く
な
い
。
上
の
グ
ラ
フ
か

ら
、
ガ
オ
カ
に
は
中
央
区
、
西
区
、
豊

平
区
、
南
区
を
筆
頭
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
か
ら
生
徒
が
来
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
札
幌
市
外
か
ら
通
う
生
徒
に

話
を
聞
い
て
み
た
。
他
の
生
徒
よ
り
も

家
を
出
る
時
間
が
早
く
、
毎
日
の
早
起

き
に
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
よ
う

だ
。
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
通
勤
ラ
ッ

シ
ュ
の
中
で
の
通
学
に
も
、
入
学
前
は

不
安
を
抱
い
て
い
た
そ
う
だ
。
し
か

し
、
大
都
市
札
幌
の
地
へ
行
く
こ
と
が

で
き
る
、
と
い
う
地
方
勢
な
ら
で
は
の

喜
び
を
ば
ね
に
し
て
い
る
と
話
す
人
も

い
た
。
ま
た
、
長
い
通
学
時
間
で
英
単

語
帳
を
読
ん
だ
り
、
数
学
の
時
間
に
出

さ
れ
る
「
日
々
の
課
題
」
、
通
称
「
ヒ

ビ
カ
」
を
解
く
な
ど
勉
強
に
活
か
し
て

い
る
人
も
い
る
よ
う
だ
。

旭
丘
高
校
に
は
高
い
学
力
や
高
い
進

学
率
に
惹
か
れ
、
札
幌
市
内
に
限
ら

ず
、
全
道
各
地
か
ら
生
徒
が
集
ま
っ
て

い
る
。
下
宿
生
は
普
段
の
学
習
の
ほ
か

に
、
ず
っ
と
親
に
頼
っ
て
い
た
「
洗

濯
」
や
「
皿
洗
い
」
な
ど
の
家
事
を
自

分
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
た
め
、

は
じ
め
は
多
く
の
人
が
苦
労
し
た
そ
う

だ
。
ま
た
家
族
と
離
れ
て
、
１
人
で
暮

ら
し
て
い
る
と
い
う
寂
し
さ
か
ら
ホ
ー

ム
シ
ッ
ク
に
陥
っ
て
し
ま
う
人
も
い
る

そ
う
。
し
か
し
、
毎
日
こ
な
し
て
い
く

う
ち
に
１
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
し
っ

か
り
と
頭
の
中
で
組
み
立
て
る
よ
う
に

な
っ
た
り
、
自
立
の
意
識
が
芽
生
え
た

り
と
、
下
宿
を
通
し
て
、
自
ら
の
成
長

を
感
じ
る
場
面
も
多
い
と
い
う
。

( 1 )

学校説明会
特別号

この新聞には、市立札幌旭丘高校

（以後、ガオカ）について、中学生

のみなさんに伝えたい様々な情報を

詰め込みました。新型コロナウイル

スの影響で、残念ながら今年は中3

の皆さんに来校してもらうことは出

来ません。そこで、在校生から見た

“私たちのガオカ”をお伝えしま

す。

我
が
校
の
シ
ン
ボ
ル
「
坂
」

下
の
日
課
表
を
見

て
、
き
っ
と
皆
さ
ん
は

１
時
間
ご
と
の
授
業
時

間
に
対
し
て
疑
問
に
思

っ
た
は
ず
だ
。
皆
さ
ん

の
通
っ
て
い
る
中
学
校

の
授
業
は
、
お
そ
ら
く

50
分
授
業
が
大
半
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
で

は
、
な
ぜ
旭
丘
高
校
の

授
業
は
46
分
間
と
い
う

中
途
半
端
な
区
切
り
な

の
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
は

深
い
理
由
が
隠
さ
れ
て

い
る
。
文
部
科
学
省
に

よ
る
学
習
指
導
要
領
で

は
、
各
科
目
の
標
準
単

位
数
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
本
校
は
、

定
め
ら
れ
た
標
準
単
位
数
だ
け
で
は
大

学
受
験
に
向
け
た
学
習
を
十
分
に
行
え

な
い
と
考
え
て
い
る
。
と
は
い
え
、
50

分
の
授
業
を
７
コ
マ
も
行
う
と
、
部
活

や
登
校
の
時
間
が
圧
迫
さ
れ
、
生
徒
や

教
師
に
負
担
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。
そ

こ
で
考
え
出
さ
れ
た
の
が
46
分
授
業

だ
。
普
通
は
50
分
の
授
業
を
６
時
間
行

う
と
こ
ろ
を
、
本
校
で
は
46
分
の
授
業

を
７
時
間
行
う
こ
と
で
、
授
業
間
に
余

裕
を
持
た
せ
る
。
す
る
と
、
毎
日
７
時

間
授
業
で
も
放
課
後
の
時
間
が
圧
迫
さ

れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
部
活
や
自
習

に
時
間
を
割
く
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の

た
め
、
現
在
の
日
課
表
の
よ
う
な
形
式

と
な
っ
た
の
だ
。

46分授業の真実

↑本校の１日は実に濃い

生徒を思いやった日課表

号外

発行所

市立札幌旭丘
高等学校新聞局
札幌市中央区旭ヶ丘6丁目5-18

市
内
外
各
所
か
ら
多
く
の
生
徒

「この坂越えん」は本校の道しるべです。
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旭
丘
高
校
の
魅
力
の
1
つ
と
し
て

欠
か
せ
な
い
の
は
、
や
は
り
「
制
服
」

だ
ろ
う
。
本
校
の
制
服
は
「
ガ
オ
カ
ブ

ラ
ン
ド
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
道
コ
ン

の
受
験
情
報
冊
子
の
制
服
ラ
ン
キ
ン
グ

で
も
三
位
に
入
賞
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。

今
回
は
ガ
オ
カ
の
制
服
の
魅
力
つ
い
て

紹
介
し
た
い
。

ガ
オ
カ
の
制
服
の
魅
力
と
い
え
ば
種

類
の
豊
富
さ
！
そ
の
組
み
合
わ
せ
は
な

ん
と
、
男
女
合
わ
せ
て
１
０
０
通
り
以

上
！
水
色
の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
、
半
袖
ワ
イ

シ
ャ
ツ
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
ベ
ー
ス
に
、

ニ
ッ
ト
ベ
ス
ト
や
チ
ェ
ッ
ク
ベ
ス
ト
、

セ
ー
タ
ー
、
ブ
レ
ザ
ー
を
着
た
り
、
リ

ボ
ン
や
ネ
ク
タ
イ
を
変
え
た
り
、
付
け

な
い
こ
と
も
で
き
る
。
男
子
は
夏
用
と

冬
用
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
、
女
子
は
チ
ェ
ッ

ク
ス
カ
ー
ト
と
黒
ス
カ
ー
ト
が
あ
り
、

気
分
や
気
候
に
合
わ
せ
て
自
由
に
選
ぶ

こ
と
が
出
来
る
。
だ
が
、
決
ま
り
の
範

囲
内
で
の
話
な
の
で
そ
の
場
に
あ
っ
た

格
好
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
れ

こ
そ
自
主
自
立
だ
。

ち
な
み
に
合
唱
部
の
女
子
は
黒
ス
カ

ー
ト
に
ネ
ク
タ
イ
、
男
子
は
冬
用
ス
ラ

ッ
ク
ス
に
ネ
ク
タ
イ
で
発
表
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
合
唱
部
に
興
味

の
あ
る
人
は
お
見
知
り
置
き
を
。

ま
た
、
校
章
の
色
は
年
次
ご
と
に
分

け
ら
れ
て
い
て
、
１
年
次
は
赤
、
２
年

次
は
緑
、
３
年
次
は
紫
と
な
っ
て
い

る
。
上
靴
の
ラ
イ
ン
の
色
や
ジ
ャ
ー
ジ

の
色
も
三
色
に
分
け
ら
れ
て
い
る
の

で
、
入
学
し
た
ら
注
意
し
て
見
て
み
よ

う
。そ

れ
で
は
、
爽
や
か
で
ハ
イ
セ
ン
ス

な
ガ
オ
カ
の
制
服
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ご

覧
あ
れ
！

旭
丘
高
校
の
購
買
部
は
通
称
Ａ
Ｋ

Ｂ
（
あ
さ
ひ
が
お
か

こ
う
こ
う

ば

い
て
ん
）
と
呼
ば
れ
、
生
徒
や
先
生
に

親
し
ま
れ
て
い
る
。
皆
さ
ん
の
中
に

は
、
学
校
の
購
買
で
お
弁
当
を
買
う
こ

と
や
、
友
達
と
一
緒
に
冷
た
い
飲
み
物

を
買
い
、
青
春
を
過
ご
す
こ
と
に
憧
れ

を
抱
い
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
購
買
に
は
お
に
ぎ
り
や
パ

ン
、
飲
み
物
な
ど
の
食
品
は
も
ち
ろ

ん
、
ノ
ー
ト
や
フ
ァ
イ
ル
、
消
し
ゴ
ム

な
ど
の
文
房
具
な
ど
の
品
揃
え
も
豊
富

だ
。
さ
ら
に
プ
リ
ン
や
ジ
ュ
ー
ス
が
冷

え
た
状
態
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、
暑
い

夏
に
も
最
適
。
お
弁
当
の
注
文
も
可
能

だ
。
朝
の
う
ち
に
予
約
を
し
て
お
く
と

お
昼
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
お
弁
当
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
も
空

腹
に
耐
え
な
が
ら
１
日
を
過
ご
す
な
ん

て
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

文
房
具
を
買
い
た
い
け
ど
ほ
し
い
も

の
が
売
っ
て
な
い
と
い
う
人
で
も
大
丈

夫
。
購
買
の
方
に
「
○
○
が
ほ
し
い
で

す
」
と
言
え
ば
２
～
３
日
後
に
は
入
荷

し
て
く
れ
る
た
め
、
使
う
文
房
具
に
こ

だ
わ
り
の
あ
る
人
で
も
満
足
に
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
値
段
は
校
外
で
の

購
入
に
比
べ
て
安
価
で
購
入
で
き
、
入

学
時
に
安
売
り
セ
ー
ル
行
う
。

購
買
に
は
こ
こ
で
し
か
買
え
な
い
旭

丘
高
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
も
あ
る
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ

て
本
校
に
直
接
訪
れ
る
こ
と
は
出
来
な

い
が
、
旭
丘
高
校
に
合
格
し
て
是
非
購

買
を
利
用
し
て
み
よ
う
。
Ａ
Ｋ
Ｂ
の
美

人
看
板
娘
た
ち
が
笑
顔
で
出
迎
え
て
く

れ
る
。

( 2 )

自分に合った着こなしを

生徒に寄り添うＡＫＢ
ステッカー 65円

トランプ 600円

タイピン 1500円

ストラップ 900円

エコバック 580円

このさかこえんぴつ 100円

旭丘生になれば買えるもの

校章 350円

リボン 1295円

ネクタイ（男子） 1845円

ネクタイ（女子） 1400円

Tシャツ 2100円

豊富な品揃えでお出迎え

上品で爽やかなデザイン

↑関西弁女子（と、旭丘高校オリジナルＴシャ

ツ）が待ってます！

ASAHIGAOKA COLLECTION 2020
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1年次 2年次 3年次 合計
男⼦ 9 8 7 24
⼥⼦ 8 9 9 26
男⼦ 6 8 9 23
⼥⼦ 8 2 8 18
男⼦ 14 15 10 39
⼥⼦ 16 10 9 35

11 10 20 41
3 4 7 14
10 6 8 24
14 14 12 40

男⼦ 7 6 9 22
⼥⼦ 5 7 7 19
男⼦ 4 1 2 7
⼥⼦ 4 3 6 13

6 8 8 22
18 30 15 63
5 4 4 13
17 10 9 36

1年次 2年次 3年次 合計
26 31 25 82
5 9 6 20
3 1 5 9
17 17 12 46
6 1 6 13
2 4 5 11
2 3 0 5
4 3 3 10
2 4 7 13
0 1 2 3
23 23 31 77
8 10 7 25
10 8 6 24
3 4 3 10
10 3 4 17
14 8 10 32
1 3 2 6

2020年度活動加⼊⼈数⼀覧

図書局
メディア局

創楽
ＩＣＣ局
放送局
新聞局

創画
弁論

華道
茶道
書道

チアリーディング

卓球
⼸道
剣道

ボランティア同好会

⽣物
写真
⽂芸

美術
合唱

体育系

⽂化系

バスケットボール

バレーボール

バドミントン

陸上
スキー
野球
サッカー

テニス

ソフトテニス

今
年
度
の
部
局
加
入
率
は
86
．
３

％
と
例
年
に
比
べ
て
少
し
下
が
っ
た
も

の
の
、
生
徒
の
大
多
数
が
加
入
し
て
い

る
。
１
つ
の
部
局
に
全
力
で
取
り
組
む

生
徒
も
い
れ
ば
、
兼
部
を
し
て
い
る
生

徒
も
い
る
。
高
い
加
入
率
の
理
由
は
、

や
は
り
部
局
の
種
類
の
多
さ
に
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
年
度
活
動
し
て
い
る
部
局
数
は
、

体
育
系
18
、
文
化
系
17
の
計
35
。
中
学

校
の
平
均
的
な
部
活
数
10
～
15
と
比
べ

る
と
、
明
ら
か
に
本
校
の
部
局
数
が
多

い
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
部
活
に
入

る
予
定
の
人
も
迷
っ
て
い
る
人
も
、
多

く
の
部
局
が
あ
る
本
校
で
は
、
活
動
時

間
や
内
容
な
ど
、
自
分
の
希
望
を
満
た

し
て
く
れ
る
部
局
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
多
く
の
部
局
は
、
毎
年
各
大

会
で
実
績
を
残
し
て
い
る
。
昨
年
ラ
ジ

オ
や
テ
レ
ビ
放
送
な
ど
、
多
く
の
メ
デ

ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
合
唱
部
は
、

本
校
の
部
局
の
中
で
最
多
で
あ
る
82
名

の
部
員
数
を
誇
っ
て
お
り
、
過
去
に
は

全
国
大
会
で
優
勝
し
た
こ
と
も
あ
る
。

ほ
か
に
も
全
国
大
会
に
は
弓
道
部
、

陸
上
部
、
ス
キ
ー
部
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
部
、
美
術
部
、
文
芸
部
、
生
物

部
、
放
送
局
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
局
、
新
聞
局
な

ど
が
出
場
し
て
い
る
。
ま
た
、
創
楽
部

で
は
今
年
「P

E
A
C
H

‐T
E
A

」
の
全
国

大
会
出
場
が
決
定
し
た
。
ほ
か
に
も
全

道
大
会
に
は
硬
式
テ
ニ
ス
部
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
、
卓
球
部
、
剣
道
部
、
華
道

部
、
写
真
部
、
書
道
部
な
ど
が
出
場
し

て
い
る
。

大
会
の
功
績
以
外
に
も
本
校
生
徒
の

活
躍
が
み
ら
れ
る
。
弁
論
部
は
、
北
方

領
土
に
関
す
る
弁
論
を
発
表
し
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

推
進
功
労
者
と
し
て
賞
を
受
賞
し
た
こ

と
も
あ
る
。
新
聞
局
は
２
０
１
７
年
の

５
月
の
北
海
道
新
聞
の
夕
刊
に
、
２
０

１
６
年
８
月
に
東
京
都
多
磨
全
生
園
で

取
材
し
た
こ
と
を
基
に
作
成
し
た
、
ハ

ン
セ
ン
病
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ

た
。
そ
の
ほ
か
の
部
局
も
、
全
道
・
全

国
大
会
の
出
場
や
各
々
の
納
得
の
い
く

成
果
を
残
す
た
め
に
日
々
練
習
や
活
動

に
熱
心
に
打
ち
込
ん
で
い
る
。

気
に
な
る
部
活
は
あ
る
け
ど
、
決
め

ら
れ
な
い
と
い
う
人
で
も
大
丈
夫
。
部

活
に
よ
っ
て
は
兼
部
も
可
能
だ
。
し
か

し
兼
部
す
る
時
は
自
分
の
予
定
も
考
慮

し
よ
う
。
生
徒
会
に
興
味
が
あ
る
人
は

部
活
に
よ
っ
て
は
難
し
い
こ
と
も
あ
る

の
で
要
注
意
だ
。

こ
れ
ら
を
考
え
る
と
、
旭
丘
生
は
勉

強
に
も
部
局
活
動
に
も
ぬ
か
り
な
し
。

こ
れ
ぞ
ま
さ
に
ス
ー
パ
ー
高
校
生
な
の

だ
！

皆
さ
ん
も
受
験
と
い
う
大
き
な

坂
を
越
え
、
そ
の
先
で
待
っ
て
い
る
自

分
だ
け
の
輝
く
旭
丘
生
ラ
イ
フ
を
手
に

入
れ
よ
う
。

( 3 )

星
野
康
二
（
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
社
長
）

寺
島
実
郎
（
三
井
物
産
戦
略
研
究
所
会
長
、
多
摩
大
学
学
長
）

中
村
浩
美
（
航
空
・
宇
宙
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

西
山
隆
司
（
西
山
製
麺
社
長
）

横
路
民
雄
（
弁
護
士
）

高
崎
裕
子
（
弁
護
士
、
元
参
議
院
議
員
）

い
が
ら
し
ゆ
み
こ
（
漫
画
家
）

山
岸
凉
子
（
漫
画
家
）

高
田
英
基
（
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
点
火
者
。
当
時
一
年
生
）

叶

正
子
（
歌
手
、
サ
ー
カ
ス
の
メ
ン
バ
ー
）

伊
藤
龍
治
（
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
）

西
村
和
雄
（
経
済
学
者
、
京
都
大
学
経
済
研
究
所

特
任
教
授
）

小
林
郁
子
（
北
海
道
議
会
議
員
）

明
上
山
貴
代
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

佐
藤
良
雄
（
キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
社
長
）

堰
八
義
博
（
北
海
道
銀
行
会
長
）

山
岸
秀
匡
（
Ｉ
Ｆ
Ｂ
Ｂ
プ
ロ
・
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
ダ
ー
）

伊
福
部
達
（
工
学
者
、
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
）

飯
田
隆
（
哲
学
者
）

土
居
良
一
（
作
家
）

文
月
悠
光
（
詩
人
）

合
田
圭
介
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）

木
野
彩
子
（
ダ
ン
サ
ー
・
振
付
家
）

工
藤
仁
美
（
元
衆
議
院
議
員
）

春
風
亭
柳
朝
（
落
語
家
）

山
本
祐
香
（
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
）

堰
八
紗
也
佳

（
北
海
道
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

宇
都
宮
庸
子
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

西
田
直
希
（
フ
ル
ー
ト
奏
者
）

福
井
シ
ン
リ
（
作
曲
家
）

辻
有
希
（
木
工
作
家
）

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

文
武
両
道
こ
そ
真
の
旭
丘
生

35
も
の
多
彩
な
活
躍
の
場

旭
丘
高
校
の
生
徒
は
勉
強
に
熱
心
な
人
が
多
い
が
、
我
が
校
の
強
み
は
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
部
局
活
動
に
参
加
し
、
多
く
の
成
果
を
残
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
豊
富
な
本
校
の
部
局
活
動
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
「
ガ
オ
カ

の
こ
の
部
活
に
入
り
た
い
！
」
と
い
う
目
標
が
で
き
れ
ば
、
受
験
勉
強
も
は
か
ど

る
か
も
し
れ
な
い
。
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

↓
去
年
の
学
校
説
明
会
の
合
唱
部

現在、局員10名で活

動中。君も新聞局員

になろう！

校舎屋上にて局員が大ジャンプ！

（この日は2人お休みでした）



旭丘高新聞 ２０２０年８月５日（水）号外 ( 4 )

楽しいイベント盛り沢山
旭丘高校の1年間

入学式

前期始業式

対面式

１年次宿泊研修

生徒総会

壮行会

高体連大会

第１回定期試験

開校記念日

土曜講習

旭丘祭

夏休み

夏季講習

市立高校総合文化体育大会

生徒会長選挙

高文連大会

第２回定期試験

遠足

前期終業式

秋休み

後期始業式

２年次ゼミ研修旅行

土曜講習

生徒総会

学問研究会

第３回定期試験

点灯式

冬休み

冬季講習

センター試験

３年次特ゼミ

第４回定期試験

卒業式

１年次目標校宣言

２年次志望校宣言

Sunrise Time発表会

体育大会

修了式

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

自
分
が
興
味
・
関
心
を
持
つ
こ
と
に
つ

い
て
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
（
本
校
で

は
、
「S

u
n
r
i
s
e

t
i
m
e

」
と
称
し
て
い

る
）
で
、
調
査
・
研
究
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ

ト
を
使
っ
て
ク
ラ
ス
内
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
う
。
そ
こ
で
選
ば
れ
た
各
ク
ラ
ス

の
代
表
者
２
名
が
、
Ｓ
Ｔ
発
表
会
で
プ
レ
ゼ

ン
を
行
い
、
審
査
員
に
よ
っ
て
最
優
秀
賞
、

優
秀
賞
が
選
ば
れ
表
彰
さ
れ
る
。
２
年
次
に

な
る
と
１
年
次
に
設
定
し
た
し
た
テ
ー
マ
に

基
づ
い
て
、
４
０
０
０
字
程
度
の
論
文
を
書

き
、
最
終
発
表
を
行
い
、
同
じ
く
表
彰
さ
れ

る
。

旭
丘
高
校
に
入
学
し
て
初
め
て
の
行

事
。
毎
年
恒
例
の
ク
ラ
ス
対
抗
校
歌
コ
ン

ク
ー
ル
で
競
っ
た
り
、
学
年
共
通
の
本
を

読
み
、
感
想
や
意
見
を
話
し
合
う
読
書
会

を
開
い
た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
ク

ラ
ス
の
絆
を
確
か
め
る
な
ど
し
て
、
充
実

し
た
２
日
間
を
過
ご
す
。
校
歌
コ
ン
ク
ー

ル
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
優
勝
ク
ラ

ス
と
準
優
勝
ク
ラ
ス
に
豪
華
な
景
品
が
も

ら
え
る
。
一
昨
年
ま
で
は
北
広
島
で
行
わ

れ
て
い
た
が
、
去
年
か
ら
は
夕
張
で
行
わ

れ
た
。
自
分
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
勿
論
、
他

の
ク
ラ
ス
の
人
た
ち
と
も
交
流
で
き
る
チ

ャ
ン
ス
な
の
で
、
積
極
的
に
声
を
か
け
て

仲
を
深
め
よ
う
。

宿
泊
研
修

毎
年
７
月
半
ば
に
４
日
間
に
か
け
て
行

わ
れ
る
旭
丘
高
校
最
大
の
行
事
。
前
半
２

日
間
の
文
化
祭
で
は
、
各
ク
ラ
ス
が
ス
テ

ー
ジ
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ
た
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で
出
し
物
を
し
た
り
、

ま
た
創
楽
部
に
よ
る
ラ
イ
ブ
な
ど
行
う
。

文
化
祭
の
最
後
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
花
火

が
上
が
る
な
ど
、
毎
年
大
盛
り
上
が
り
。

後
半
の
２
日
間
の
体
育
祭
で
は
、
１
年

次
、
２
年
次
、
３
年
次
の
同
じ
ク
ラ
ス
の

人
た
ち
が
一
丸
と
な
っ
て
縦
割
り
優
勝
を

目
指
す
。
ま
た
、
縦
割
り
ク
ラ
ス
で
行
う

そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
円
陣
も
見
物
だ
。

旭
丘
祭

毎
年
９
月
に
行
わ
れ
、
各
自
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
た
後
、
自
分
達
で
食
糧

や
炭
な
ど
を
高
校
近
く
の
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
利
用
し
て
、
必
要
な

も
の
を
準
備
し
、
外
で
料
理
を
作
っ

て
食
べ
る
。
各
学
年
異
な
る
会
場
で

行
わ
れ
る
。
毎
年
ほ
と
ん
ど
の
グ
ル

ー
プ
が
焼
肉
を
食
べ
て
い
る
が
、
中

に
は
焼
き
マ
シ
ュ
マ
ロ
や
焼
き
そ

ば
、
お
好
み
焼
き
、
鍋
、
ピ
ザ
な
ど

を
作
っ
て
楽
し
む
グ
ル
ー
プ
も
あ

る
。
食
べ
た
後
は
フ
リ
ス
ビ
ー
な
ど

で
遊
ぶ
も
良
し
、
他
の
ク
ラ
ス
の
人

と
交
流
を
深
め
る
も
良
し
、
写
真
を

沢
山
撮
る
の
も
良
し
。
美
味
し
い
も

の
を
お
腹
一
杯
に
な
る
ま
で
食
べ

て
、
い
い
思
い
出
を
作
ろ
う
。

遠
足

旭
丘
祭
同
様
、
縦
割
り
対
抗
で
２

日
間
に
渡
っ
て
行
わ
れ
る
。
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
と
卓
球
の
２
種
目
に
分
か
れ

て
行
い
、
体
育
祭
の
最
後
に
は
、
２
年

次
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
優
勝
チ
ー
ム

と
先
生
方
の
チ
ー
ム
に
よ
る
エ
キ
シ
ビ

シ
ョ
ン
マ
ッ
チ
が
行
わ
れ
る
。
毎
年
冬

に
も
関
わ
ら
ず
、
夏
の
体
育
祭
に
負
け

な
い
く
ら
い
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
。

体
育
大
会

旭
丘
高
校
生
徒
会
部
の
中
心
と
な
る
生
徒

会
長
を
決
定
す
る
選
挙
。
各
ク
ラ
ス
に
１

人
ず
つ
い
る
選
挙
管
理
委
員
が
こ
の
選
挙

を
支
え
る
。

立
候
補
者
が
１
人
の
場
合
は
信
任
投
票

に
よ
っ
て
決
定
す
る
が
、
２
人
以
上
い
る

場
合
は
、
演
説
後
は
全
校
生
徒
の
投
票
で

１
人
選
出
さ
れ
る
。
会
長
以
外
の
生
徒
会

執
行
部
役
員
（
副
会
長
、
会
計
、
庶
務
、

幹
事
）
は
10
月
の
認
証
式
で
決
定
す
る
。

生
徒
会
長
選
挙

Ｓ
Ｔ
発
表
会

↑部局対抗リレーの様子

↑
夏
に
も
負
け
な
い
盛
り
上
が
り

↑クラスの絆が深まります

↑皆で楽しく野外ランチ

↑圧巻のステージ発表

ま
ず
は
、
旭
丘
高
新
聞
を
読
ん
で

く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
を
読
ん
で
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
旭
丘
に
来
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ

ね
。
い
い
選
択
で
す
。
旭
丘
は
と
て
も

い
い
高
校
で
す
。
部
活
動
も
活
発
で
若

い
力
に
溢
れ
て
い
ま
す
、
特
に
新
聞
局

が
。
と
も
に
生
活
す
る
仲
間
や
先
輩
方

も
い
い
人
ば
か
り
で
す
、
特
に
新
聞
局

が
。
ぜ
ひ
、
こ
の
高
校
で
理
想
の
青
春

ラ
イ
フ
を
実
現
し
て
く
だ
さ
い
！
メ
デ

ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
に
て
待
つ
。

（
吉
田
由
樹
伯
）

初
め
ま
し
て
！
新
聞
局
で
す
。
中
学

生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
今
年
は
何
か

と
不
都
合
な
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
で
し
ょ

う
。
新
聞
局
も
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

せ
い
で
と
て
も
予
定
が
狂
い
ま
し
た
。

許
さ
ん
。
け
れ
ど
、
皆
さ
ん
は
こ
の
環

境
に
負
け
ず
、
最
後
の
最
後
ま
で
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。
今
年
旭
丘
へ
来
る
こ

と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
来
年
皆

さ
ん
が
合
格
し
て
こ
の
門
を
く
ぐ
る
の

を
私
は
見
守
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
新

聞
局
へ
入
部
を
！
頑
張
れ
負
け
る
な
受

験
生
！

(

和
泉
水
萌)

ガ
オ
カ
に
直
接
来
れ
な
か
っ
た
皆
さ

ん
の
た
め
に
、
こ
の
学
校
の
良
さ
を
プ

レ
ゼ
ン
し
ま
す
！
ま
ず
、
校
舎
が
と
て

も
綺
麗
で
す
。
お
し
ゃ
れ
な
デ
ザ
イ
ン

の
ド
ア
、
隅
々
ま
で
美
し
い
ト
イ
レ
、

ガ
ラ
ス
張
り
の
廊
下
か
ら
見
え
る
札
幌

の
街
並
み
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い
で

す
。
そ
し
て
休
み
時
間
は
ス
マ
ホ
が
使

え
ま
す
！
お
や
つ
も
食
べ
れ
ま
す
！
こ

の
新
聞
を
読
ん
で
新
聞
局
に
興
味
を
持

っ
た
方
は
、
ぜ
ひ
綺
麗
な
校
舎
で
一
緒

に
茎
わ
か
め
を
食
べ
な
が
ら
作
業
し
ま

し
ょ
う
！

（
権
瓶
春
菜
）

編
集
後
記

↑
緊
張
の
一
瞬


